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てんかん診療拠点病院の役割に関する調査とコロナ禍の影響調査 
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研究要旨（てんかん診療拠点病院の役割に関する調査とコロナ禍の影響調査） 

てんかん診療拠点となっている中核病院 14 施設の患者受診・紹介状のやりとりの

状況と 2017-2020 年の間の変化を，COVID-19の影響も含めて調査し，てんかん診療の

均てん化・効率化のための課題を抽出した．てんかん診療拠点機関に認定されること

で，公的なバックアップのもと，専門的診断・外科的治療などの専門的治療や診療サ

ポートを含むてんかん診療の中核病院としての役割が向上することが期待される．

COVID-19 影響下のような有事体制では地域ごとの診療の不均衡が生じたことも鑑み，

患者・社会・拠点病院をつなぐ，Web 環境の利用や公的サポートを進めることが肝要

と考えられた． 

 
 
Ａ.研究目的 

てんかん診療の均てん化・効率化のために，各

都道府県の拠点病院の整備事業を推進すること

が期待されている．しかし，各自治体レベルのて

んかん診療の現状や，2020 年度のように医療機

関の診療を社会的に圧迫するような感染症流行

下でのてんかん診療の在り方は明らかでない． 

本研究（山本班拠点病院調査班研究）では，21

道府県で指定されている「てんかん診療拠点機関」

（令和 2 年 10 月 23 日現在）のうち 12 施設に加

え，それに準ずる中核病院 2 施設（本報告末尾参

照）において，受診患者分布，診断・外科的治療

の状況，紹介・逆紹介の状況を分析した．そして，

拠点病院において平成 28, 30 年度の診療報酬改

定の効果検証および将来の改訂に向けた課題抽

出と，それに基づく，医療費逓減を含むてんかん

診療を効果的に推進するための方策を検討した．

また2020年に直面したCOVID-19の診療への影響

を分析し，コロナ禍におけるてんかん診療の現

状・課題とてんかん拠点病院のあり方を明らかに

することを目指した． 

 

Ｂ.研究方法 

１．研究班長の聖マリアンナ医科大学を主たる

研究機関とした IRB に基づき，拠点病院調査班

14 施設に表 1 に示す指標のデータが収集された

ものを当施設が集計した．それぞれの実数の変化

に関しては 2017-2020 年までデータのある施設

のものの平均の推移を図に示すこととした．統計

学的には，収集したデータを可及的に生かすため，

Wilcoxon 順位和検定で 4 年の各年間で有意な変

化があるかを検定した（多重検定に対して各項目

で Bonferroni 補正を行い，p < 0.05を有意水準

とした）．分担研究班の広島大学においては

2015-2019 年に県内広島大学関連の施設での同

様の共同研究を行っており，そのデータを参考に

することとした． 
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２．2020 年日本全国に広がった COVID-19 によ

る診療への影響について，調査班 14 施設にアン

ケート調査を行い集計した．COVID-19 の影響が

出現した時期，電話診療の有無とその全患者に占

める割合，外来（新患・再診）および入院患者数

の変化，長時間ビデオ脳波モニター（VEEG）数の

変化，てんかん外科手術数の変化，家族の付き添

い・面会の状況，他地方からの移動制限の有無，

教育・啓発活動の状況，を調査項目とした． 

３．上記の結果を含めて総合的に各施設の状況

を分析・考察するため令和 2 年 11 月 18 日に拠点

病院調査班内で web 会議を行うこととした． 

 (倫理面への配慮) 

本研究は，ヘルシンキ宣言および「人を対象と

する医学系研究に関する倫理指針」を遵守し，す

でに蓄積されたデータや，研究対象者のプライシ

ーが特定されず，不利益も被る蓋然性が低いデー

タを扱った．紹介状データに含まれる患者の属性

（医療圏を含む個人情報）は第三者が個人を特定

できないように匿名化を行い，個人情報を含むデ

ータは施錠できる部屋のインターネットに接続

しないワークステーションに保存した．またデー

タへのアクセスはパスワードによるセキュリテ

ィ管理のもと，第三者がデータを閲覧できないよ

うにした． 

 

Ｃ.研究結果 

１．拠点病院調査共通指標の検討結果 

【てんかん患者受診状況調査項目】 

各図は年次ごとの各指標の推移と各年の±標

準偏差を示す．統計学的には 2019 年の入院患者

数推移が 2017,2018 年より高い（*）以外はいず

れも有意差をみとめなかった．施設によるが長時

間ビデオ脳波モニタリング（vEEG）件数，外科手

術件数は増加傾向となっているところもあった．

2020年はすべての項目で 2019年より下がる傾向

があった．  

 

 

 

 

* * 
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【紹介・逆紹介患者に関する調査項目】 

他院あるいは他院からの紹介状の内容につい

て 4 施設で収集された 2017－2020 年の平均の全

体に占める割合を図に示す． 

他院からの紹介は「診断」，「薬剤調整」目的で，

一定を占める「その他」には周術期の問い合わせ

や並診時の情報提供が含まれていた．同府県内か

らと比較して同府県外からのものは「手術」目的

が道府県内に比較し目立った． 

他院への紹介に関しては，調べた項目では「前

医あるいは他医への紹介」，いわゆる逆紹介が 50

－60%を占めていた．「その他」は当院への紹介状

と同様に問い合わせに対する情報提供が含まれ

た． 

 

 

 

他院から拠点病院への紹介状 
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拠点病院から他院への紹介状 

 

 

 
【てんかんの相談に関する調査項目】 

てんかん相談件数については実施している 5

施設から回答を得たが，施設ごとに相談窓口の役

割がかなり異なり件数も大きな差があった． 

 

 
 

 
２．COVID-19 についての検討結果 

全 14 拠点病院から回答を得た（施設事情によ

り一部欠損データあり）． 

【診療への影響とその出現時期】緊急事態宣言

が全国的に発令された 2020 年 4 月以降に，全施

設で COVID-19 による影響がみられた． 

【電話診療】施設間・時期により割合は異なる
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が，全施設で 10-30%の患者に対して電話診療が

行われていた．患者・医師ともに COVID-19 に拘

わらず今後も電話診療体制継続の希望があった． 

【外来患者】50%の施設では COVID-19による影

響はみられなかったが（東北・浅ノ川・埼玉医科・

鳥取・広島・沖縄），残りの 50%の施設では新患

患者は 20-50%，再診患者は 5-50%それぞれ減少し

た（京都・自治・西新潟・聖マリアンナ・静岡・

岡山・神戸）． 

【入院患者】入院患者は 2/3 の施設では変化が

なかったが，残りの 1/3 の施設では 15-40%減少

した（京都・聖マリアンナ・静岡・鳥取）． 

【VEEG 患者】2/3 の施設では変化がなく（自

治・東北・浅ノ川・広島），1/3 の施設では最大

50%減少した（京都・聖マリアンナ）． 

【外科手術】てんかん外科手術は 1/2 の施設で

は従来通り行われていたが（自治・東北・静岡・

広島），残りの 1/2 の施設では頭蓋内電極慢性留

置による術前精査を含めて減少あるいは手術延

期することがあった（聖マリアンナ・徳島・沖縄・

京都）． 

【家族付き添い・面会】いずれの施設も一定の

制限がみられた． 

【他地方からの移動制限】80%の施設で他地方

からの移動が制限されており，具体的には他都道

府県からの受け入れを一時なしとする施設や，患

者に PCR 検査を施行する施設があった． 

【教育・啓発事業】Web形式で行うあるいは動

画をアップロードして行う方法を予定している

施設があった． 

 

Ｄ.考察 

上記，１，２で検討した結果を含めて拠点病院

調査班内で施設ごとの現状を確認するとともに，

今後のてんかん診療均てん化に向けた方策を研

究分担班内で考察した． 

  1)拠点病院の現状 

拠点病院の認定により患者数は大きく変化し

ない傾向があるものの，行政とのつながりができ

ることで地方自治体がバックアップ，広報をして

くれるようになり，患者にとっても施設への信頼

感が増したようであった．さらに手術の適応とな

る患者の紹介の増加を含め，他施設・行政との連

携が強化されるメリットが期待された．  

本研究の拠点病院と他院との紹介状のやりと

りの調査結果は，拠点病院での診断，手術を含む

専門的治療，その後のフォロー・アドバイザー的

役割を示している．これは拠点病院である広島大

学病院を中心とした『広島県てんかん診療拠点事

業における患者調査結果報告』における「広島大

学病院での治療を経て紹介元や他院へ紹介し日

常の治療はかかりつけ医で行い，広島大学病院

（三次診療）では定期的にフォローするというて

んかん診療ネットワークの構築が進んでいる」と

いう考察と合致している． 

  2）コロナ禍の影響調査 

今回の COVID-19 の診療への影響調査ではその

結果に地域差がみられ，大都市に近いあるいは大

都市からの患者が多いほど，外来・入院患者数が

減少する傾向にあった．いずれの施設も電話診療

の有用性に気づき，患者の移動制限がある現状，

また COVID-19 と関連せずとも今後の継続を患

者・医師とも希望していた．その一方で，常時患

者・医療者間のつながりを途切れさせないために

情報面（Web診療・情報提供）でも，継続性を担

保した医療体制が喫緊の課題であり，その中心を

各拠点病院が担えるかについても今後の検討課

題と考えられた． 

  3）コロナ禍を包含した今後の提言 

拠点病院は今後も専門的診断・治療を行う三次

医療機関，患者や医療機関のアドバイザー的役割

を担うことが期待されるであろう．平時・有事と

もに，特に拠点機関が中核となる三次医療圏内に

おける効果的な均てん化のため，そして，「拠点

病院に対する垣根を下げて，患者や社会，医療機

関とつなげる，つながりを保つ」ことを後押しす

るため下記のような対策の検討が必要だと考え

られた． 

 

①遠隔てんかん外来の導入 

現状では対面診察に比して，電話や Web などの

情報通信機器を用いた診療報酬面でかなり劣っ

ている．その後の拠点機関での精査を円滑に進め

るためにも遠隔てんかん外来を導入が望まれる．

拠点病院でのセカンドオピニオン外来への紹介

を後押しする方策も考慮される． 

 

②施設・都道府県をまたぐ「自立支援医療制度

の啓発・均てん化」 

都道府県によっては複数施設で利用できない

場合や，そもそも制度が周知されてない場合があ

り，拠点病院との併診・紹介を妨げる障壁になっ
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ていると考えられる．制度改善や手続きの仕組み

を改善すれば拠点病院と他機関との協力体制が

得られる可能性がある． 

 

③3次⇒1次医療機関をつなぐ「クリニカルパス」 

拠点機関から逆紹介を円滑に進めるため，判読

とそれに伴う方針決定に専門性を要する，脳波や

画像検査フォロー体制を明示したクリニカルパ

スを作り，1次診療機関をバックアップすること

が必要である． 

 

④Web を用いた啓発活動や教育活動 

COVID-19 に関連した際の有事には患者以外の

市民向けの啓発・教育活動機会が失われると，拠

点機関と潜在的に結びつきうる患者の減少につ

ながることが予想される．このような機会を維持

するためにも今回の有事で社会的に蓄積された

Web 会議の経験をてんかん啓発・教育に生かして

いくことが望まれる． 

 

Ｅ.結論 

認定前からすでに実勢がある中核病院では，て

んかん診療拠点機関に認定されることで，各指標

で患者数が大きく変化することはなかった．これ

は，拠点病院認定後まだ期間が短いために均てん

化が十分に進んでいないことによる可能性を否

定できない．しかし，公的あるいは行政の立場か

らのネットワークがさらに整備されることで，専

門的診断・外科的治療などの専門的治療を含むて

んかん診療の中核病院としての役割の向上が期

待される． 

COVID-19 の影響は今後も遷延することが予想

され，このような有事体制では都市部・地方で診

療の不均衡が生じることも想定し，患者・社会・

拠点病院・他診療機関をつなぐ，Web 環境の利用

や公的サポートを進めることが肝要と考えられ

た． 

 

Ｆ.健康危険情報 
該当なし 
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の研究・臨床と今後, Berger 講演 2 第 49 回日本

臨床神経生理学会, 11/28-30, 2019. 
 
12. 池田 昭夫：てんかん：内科治療のトピックス, 抗

発作薬から抗てんかん原性薬へ. 第 79 回日本脳

神経外科学会総会 (2020/10/15-17, 岡山 
(web)). 

 
13. 宇佐美 清英, 細川恭子, 竹島多賀夫, 立岡良久, 

池田 昭夫：片頭痛の病態生理研究の新展開 片頭

痛の脳波研究：Back to the basic. 第 50 回日本

臨床神経生理学会学術集会 (2020/11/26-28, 京
都). 

 
14. 池田 昭夫：てんかん診療の進歩の多様化 . 2020

年度日本神経学会関東・甲信越地区生涯教育講演

会 (2020/12/6, web). 
 
15. 池田 昭夫：日本のてんかん外科へのメッセー

ジ：脳神経内科と ILAE の視点から. 第 44 回日

本てんかん外科学会 (2021/1/20-21, 新潟 
(web)). 

 
16. 池田 昭夫：集中治療のための急性期脳波モニタ

リングの基礎：難治てんかんの EMU モニタリン

グとの比較から. 第 48 回日本集中治療医学会学

術集会 (2021/2/12-14, web). 
 

17. Shunsuke Kajikawa, Riki Matsumoto, 
Katsuya Kobayashi, Masao Matsuhashi, 
Tadashi Okada, Mayumi Otani, Masaya Togo, 
Hirofumi Takeyama, Kiyohide Usami, Akihiro 
Shimotake, Yukihiro Yamao, Takayuki 
Kikuchi, Kazumichi Yoshida, Ryosuke 
Takahashi, Akio Ikeda：Exogeneous input to 
the epileptic focus modulates high frequency 
activities at the site of stimulation: a direct 
single pulse stimulation study. 第 43 回日本神

経科学大会 (2020/7/29-8/1, 神戸). 
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18. 戸島 麻耶, 下竹 昭寛, 音成 秀一郎, 岡田 直, 
十河 正弥, 本多 正幸, 武山 博文, 小林 勝哉, 
宇佐美 清英, 人見 健文, 松橋 眞生, 吉田 健司, 
伏見 育崇, 岡田 知久, 山尾 幸広, 菊池 隆幸, 
吉田 和道, 松本 理器, 國枝 武治, 髙橋 良輔, 
宮本 享, 池田 昭夫：てんかん外科治療適応の効

率的評価：特異度を重視したスコアリングシステ

ムの試み. 第 61 回京滋奈良てんかん懇話会 
(2020/8/1, 京都). 

 
19. 河村 祐貴, 十河 正弥, 宇佐美 清英, 下竹 昭寛, 

綾木 孝, 松橋 眞生, 葛谷 聡, 池田 昭夫, 髙橋 
良輔：症候性全般てんかんの経過中に低カルニチ

ン血症を認め，カルニチン補充により発作頻度の

改善を認めた一例. 第 61 回京滋奈良てんかん懇

話会 (2020/8/1, web). 
 

20. 武山 博文, 松本 理器, 戸島 麻耶, 本多 正幸, 
島 淳, 坂本 光弘, 林 梢, 宇佐美 清英, 髙橋 
良輔, 池田 昭夫：Clinical and laboratory 
Features of Elderly-Onset Temporal Lobe 
Epilepsy：comprehensive data analysis.. 第 61
回日本神経学会学術大会 (2020/8/31-9/2, 岡山). 

 
21. 人見 健文, 高橋 良輔, 池田 昭夫：3) 皮質性ミ

オクローヌスとミオクロニー発作 : てんかん発

作か運動異常症か．教育コース 7 てんかん発作

か発作性運動異常症か，それが問題だ．. 第 61
回日本神経学会学術集会 (2020/8/31-9/2, 岡山). 

 
22. Kyoko Hosokawa, Kiyohide Usami, Masaya 

Togo, Takehumi Hitomi, Akihiro Shimotake, 
Masao Matsuhashi, Daisuke Danno, Takao 
Takeshima, Yoshihisa Tatsuoka, Ryosuke 
Takahashi, Akio Ikeda：Reappraisal of 
abnormal EEG in migraine by wide-band 
EEG: a pilot study. 第61回日本神経学会学術大

会 (2020/8/31-9/2, 岡山). 
 
23. 戸島 麻耶, 福間 一樹, 田中 智貴, 梶川 駿介, 

鴨川 徳彦, 池田 宗平, 小林 勝哉, 下竹 昭寛, 
宇佐美 清英, 松橋 眞生, 髙橋 良輔, 池田 昭夫, 
猪原 匡史：周期性放電を認めた脳卒中後てんか

んの臨床転帰に関連する脳波の特異的特徴. 第
61 回日本神経学会学術大会 (2020/8/31-9/2, 岡
山). 

 
24. Hayashi Kozue, Masaya Togo, Kiyohide Usami, 

Yukihiro Yamao, Akihiro Shimotake, Takefumi 
Hitomi, Takayuki Kikuchi, Masao Matsuhashi, 
Kazumichi Yoshida, Susumu Miyamoto, 
Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda：ISA is 
associated with transient cortical dysfunction 
and hyperperfusion in Moyamoya disease. 第
61 回日本神経学会学術大会 (2020/8/31-9/2, 岡
山). 

 

25. 後藤 昌広, 梶川 駿介, 宇佐美 清英, 下竹 昭寛, 
人見 健文, 山尾 幸広, 菊池 隆幸, 吉田 和道, 
宮本 享, 松橋 眞生, 大野 行弘, 髙橋 良輔, 池
田 昭夫：臨床てんかん患者で，細胞外 K 濃度の

変動状態が発作発現に関与する可能性. 第 61 回

日本神経学会学術大会 (2020/8/31-9/2, 岡山). 
 

26. Kiyohide Usami, Riki Matsumoto, Anna 
Korzeniewska, Akihiro Shimotake, Takuro 
Nakae, Masao Matsuhashi, Takayuki Kikuchi, 
Kazumichi Yoshida, Takeharu Kunieda, 
Ryosuke Takahashi, Nathan Crone, Matthew 
Lambon Ralph, Akio Ikeda：Neural processes 
during picture naming are lateralized and 
category-biased in occipitotemporal areas. 第
61 回日本神経学会学術大会 (2020/8/31-9/2, 岡
山). 

 
27. Miwa Takatani, Masao Matsuhashi, Shunsuke 

Kajikawa, Masaya Togo, Kiyohide Usami, 
Akihiro Shimotake, Takefumi Hitomi, 
Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda: Red slow 
detection in scalp-EEG recorded from 
epileptogenic zone of temporal lobe epilepsy 
patients. 第 61 回日本神経学会学術大会 
(2020/8/31-9/2, 岡山). 

 
28. 岡田 直, 戸島 麻耶, 光野 優人, 永井 靖識, 下

竹 昭寛, 音成 秀一郎, 宇佐美 清英, 松橋 眞生, 
山尾 幸広, 菊池 隆幸, 吉田 和道, 松本 理器, 
國枝 武治, 高橋 良輔, 宮本 享, 池田 昭夫: て
んかん外科治療適応の評価における MEG の意

義の後方視的検討. 第 61 回日本神経学会学術大

会 (2020/8/31-9/2, 岡山). 
 
29. 池田 昭夫：てんかん発作か発作性運動異常症か，

それが問題だ. 第 61 回日本神経学会学術大会 
(2020/8/31-9/2, 岡山). 

 
30. 中村 和, 本多 正幸, 邉見 名見子, 髙橋 良輔, 

池田 昭夫：一過性てんかん性健忘の臨床的特徴. 
第 50 回日本臨床神経生理学会学術集会 
(2020/11/26-28, 京都). 

 
31. 尾谷 真弓, 松本 理器, 下竹 昭寛, 坂本 光弘, 

中江 卓郎, 松橋 眞生, 菊池 隆幸, 吉田 和道, 
國枝 武治, Lambon Ralph Mathew, 宮本 享, 
高橋 良輔, 池田 昭夫：てんかん外科の皮質電気

刺激による言語機能マッピングにおける機能解

剖連関の検討. 第 50 回日本臨床神経生理学会学

術集会 (2020/11/26-28, 京都). 
 

32. 梶川 駿介, 松橋 眞生, 人見 健文, 塚本 剛士, 
高谷 美和, 舟木 健史, 山尾 幸広, 菊池 隆幸, 
吉田 和道, 長谷川 浩史, 澤田 眞寛, 漆谷 真, 
高橋 良輔, 池田 昭夫：頭部外傷急性期に時定数

2 秒の頭皮上脳波で皮質拡散脱分極(Cortial 
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spreading depolarizations:CSDs)を記録できた

2 症例：臨床的意義と記録条件の考察. 第 50 回

日本臨床神経生理学会学術集会 (2020/11/26-28, 
京都). 

 
33. 石橋 はるか, 宇佐美 清英, 髙橋 瑠莉, 河村 祐

貴, 後藤 昌広, 細川 恭子, 音成 秀一郎, 下竹 
昭寛, 本多 正幸, 人見 健文, 松橋 眞生, 丸山 
博文, 髙橋 良輔, 池田 昭夫：時間周波数解析で

の後頭部優位律動の適切な抽出は心因性非てん

かん性発作(PNES)診断に有用である. 第 50 回

日本臨床神経生理学会学術集会 (2020/11/26-28, 
京都). 

 
34. 細川 恭子, 宇佐美 清英, 立岡 悠, 本多 正幸, 

人見 健文, 下竹 昭寛, 松橋 眞生, 團野 大介, 
竹島 多賀夫, 立岡 良久, 高橋 良輔, 池田 昭
夫：広域周波数帯域脳波 (wide-band EEG) 解析

を用いた片頭痛における脳波所見の再検討. 第
50 回日本臨床神経生理学会学術集会 
(2020/11/26-28, 京都). 

 
35. 戸島 麻耶, 人見 健文, 大井 和起, 小林 勝哉, 

宇佐美 清英, 下竹 昭寛, 松橋 眞生, 髙橋 良輔, 
池田 昭夫：良性成人型家族性ミオクローヌスて

んかん(BAFME)のバイオマーカーの探索：巨大

体性感覚誘発電位(SEP)の高周波振動(HFO)の
多数例解析. 第 50 回日本臨床神経生理学会学術

集会 (2020/11/26-28, 京都). 
 
36. 三村 直哉, 梶川 駿介, 下竹 昭寛, 十川 夏子, 

中村 和, 石橋 はるか, 本多 正幸, 小林 勝哉, 
人見 健文, 二宮 宏智, 松橋 眞生, 髙橋 良輔, 
池田 昭夫：局在する extreme delta brush に類

似した波形を呈した 2 例の臨床-神経生理学的検

討. 第 50 回日本臨床神経生理学会学術集会 
(2020/11/26-28, 京都). 

 
37. 林 梢, 宇佐美 清英, 十河 正弥, 山尾 幸広, 下

竹 昭寛, 舟木 健史, 人見 健文, 菊池 隆幸, 松
橋 眞生, 吉田 和道, 宮本 享, 髙橋 良輔, 池田 
昭夫：もやもや病血流再建術後の過灌流神経症状

と脳波変化との関連：超低域徐波の意義. 第 50
回日本臨床神経生理学会学術集会 
(2020/11/26-28, 京都). 

 
38. 人見 健文, 高橋 良輔, 池田 昭夫：①易しく繙く

デジタル脳波の利点(講義)．主催セミナー1 脳波

ハンズオン. 第 50 回日本臨床神経生理学会学術

集会 (2020/11/26-28, 京都). 
 
39. 人見 健文, 小林 勝哉, 高橋 良輔, 池田 昭夫：

ミオクローヌスてんかん．アドバンスレクチャー

10．. 第 50 回日本臨床神経生理学会学術集会 
(2020/11/26-28, 京都). 

 

40. 河村 祐貴, 松橋 眞生, 池田 昭夫, 神田 益太

郎：低血糖後に可逆的に PLEDs(周期性一側てん

かん型放電)を認めた一例. 第 50回日本臨床神経

生理学会学術集会 (2020/11/26-28, 京都). 
 
41. 後藤 昌広, 梶川 駿介, 宇佐美 清英, 下竹 昭寛, 

人見 健文, 山尾 幸広, 菊池 隆幸, 吉田 和道, 
松橋 眞生, 髙橋 良輔, 宮本 享, 池田 昭夫：難

治性側頭葉てんかんの sEEG における発作期・

発作間欠期 hypersynchronous パターンの違い

の臨床的意義. 第 50 回日本臨床神経生理学会学

術集会 (2020/11/26-28, 京都). 
 

42. 出村 彩郁, 木下 真幸子, 櫻井 健世, 松橋 眞生, 
髙橋 良輔, 池田 昭夫：臨床脳波での光刺激に伴

う低周波・超低周波活動の予備的検討. 第 50 回

日本臨床神経生理学会学術集会 (2020/11/26-28, 
京都). 

 
43. 山中 治郎, 戸島 麻耶, 大井 和起, 人見 健文, 

松橋 眞生, 武山 博文, 宇佐美 清英, 下竹 昭寛, 
高橋 良輔, 池田 昭夫：巨体体性感覚誘発電位

(SEP)に続いて繰り返す広周波数帯域の事象関

連同期(ERS): cortical tremor との関連. 第 50 回

日本臨床神経生理学会学術集会 (2020/11/26-28, 
京都). 

 
44. 宇佐美 清英, 松本 理器, Anna Korzeniewska, 

下竹 昭寛, 中江 卓郎, 松橋 眞生, 菊池 隆幸, 
吉田 和道, 國枝 武治, 高橋 良輔, Nathan 
Crone, Lambon Ralph Matthew, 池田 昭夫：生

物・非生物の視覚刺激は脳後方で異なる神経活動

伝播をもたらす. 第 50 回日本臨床神経生理学会

学術集会 (2020/11/26-28, 京都). 
 
45. 岡田 直, 戸島 麻耶, 光野 優人, 永井 靖識, 下

竹 昭寛, 音成 秀一郎, 宇佐美 清英, 松橋 眞生, 
山尾 幸広, 菊池 隆幸, 吉田 和道, 松本 理器, 
國枝 武治, 高橋 良輔, 宮本 享, 池田 昭夫：て

んかん外科治療適応の評価における MEG の意

義の後方視的検討. 第 50 回日本臨床神経生理学

会学術集会 (2020/11/26-28, 京都). 
 
46. 後藤 昌広, 梶川 駿介, 宇佐美 清英, 下竹 昭寛, 

小林 勝哉, 人見 健文, 山尾 幸広, 菊池 隆幸, 
吉田 和道, 宮本 享, 松橋 眞生, 大野 行弘, 髙
橋 良輔, 池田 昭夫：難治性てんかんにおいて細

胞外 K 濃度の変動状態が発作発現に関与する可

能性. 第 16 回日本てんかん学会近畿地方会 
(2021/1/17, web). 

 
47. 河村 祐貴, 十河 正弥, 小林 勝哉, 宇佐美 清英, 

下竹 昭寛, 松橋 眞生, 髙橋 良輔, 池田 昭夫：

症候性全般てんかんの経過中に低カルニチン血

症を認め，カルニチン補充により発作頻度の改善

を認めた一例. 第 16 回日本てんかん学会近畿地
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方会 (2021/1/17, web). 
 
48. 戸島 麻耶, 下竹 昭寛, 音成 秀一郎, 岡田 直, 

本多 正幸, 武山 博文, 小林 勝哉, 宇佐美 清英, 
人見 健文, 松橋 眞生, 吉田 健司, 伏見 育崇, 
岡田 知久, 山尾 幸広, 菊池 隆幸, 吉田 和道, 
行木 孝夫, 松本 理器, 國枝 武治, 髙橋 良輔, 
宮本 享, 池田 昭夫：てんかん外科治療適応の効

率的評価のためのスコアリングシステム： 
Specific Consistency Score の重み付けの検討. 
第 44 回日本てんかん外科学会 (2021/1/20-21, 
新潟 (web)). 
 

49. 手納 忠信, 小林 勝哉, 宇佐美 清英, 石橋 はる

か, 江川 斉宏, 葛谷 聡, 池田 昭夫, 髙橋 良
輔：低用量ペランパネルによりてんかん性ミオク

ローヌスと歩行障害が改善した良性成人型家族

性ミオクローヌスてんかん(BAFME)の 1 例. 第
231 回内科学会近畿地方会 (2021/3/13, web). 

 
50. 細川 恭子, 宇佐美 清英, 梶川 駿介, 下竹 昭寛, 

立岡 良久, 池田 昭夫, 髙橋 良輔：体外離脱体験

と多彩な視覚症状を呈し，部分てんかん発作との

鑑別を要した片頭痛患者の一例. 第 62 回京滋奈

良てんかん懇話会 (2021/3/13, web). 
 
Ｈ.知的財産権の出願・登録状況 

 特になし 
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・神戸大学（松本 理器） 
・鳥取大学（吉岡 伸一） 
・岡山大学（小林 勝弘） 
・広島大学（飯田 幸治） 
・徳島大学（森 健治） 
・沖縄赤十字病院（饒波 正博） 
 
京都大学大学院医学研究科臨床神経学大学 
院生： 
大井 和起，尾谷 真弓，梶川 駿介，岡 
田 直，高谷 美和，戸島 麻耶，石橋 はるか，後藤 
昌広，林 梢，河村 祐貴，立岡 悠，三村 直哉，山

中 治郎

 
 


